
　玉田工業の前身は個人事業所の「玉田製作所」
です。旧日本海軍で整備工を務めた玉田善仁（たま
だ・ぜんじ）氏が昭和25年（1950年）、石川県金沢
市で設立しました。
　善仁氏は、ガソリンを量り売りする「ポータブル
計量機」の販売、メンテナンス業務を石川・富山・
福井３県にて行いました。昭和32年（1957年）に法
人組織へと移行し、社名を「株式会社玉田製作所」
と改称、昭和49年（1974年）に社名を現在の「玉田
工業株式会社」へと変更しました。
　計量機の販売・修理を足がかりに、鋼製地下貯蔵
タンクの製造・販売・施工・メンテナンスに加え、
給油所などの危険物施設の設計・施工・メンテナン
スを請け負っていきました。昭和61年（1986年）、
本社社屋及び工場を現在の本社所在地に新築移転
し、今日に至っています。

創 業 の 経 緯

　今回は、自動車用や自家発電設備用の燃料を保管
する地下貯蔵タンクのほか、水関連の耐震性貯水槽、
飲料水兼用貯水槽などの設計・製造・販売・施工・
メンテナンスを展開するトータルエンジニアリング
企業「玉田工業株式会社」を取材しました。代表者
は４代目社長の玉田善久（たまだ・よしひさ）氏。
☎076－267－4888。本社所在地は〒920－0332　石川県
金沢市無量寺町ハ61－１。直近売上高は連結決算で
約120億円。
　玉田工業は、給油所でガソリンやオイルなどの危
険物を保管したり、自治体で通常時は水道水として、
災害時は飲料水や消火用水として供給される水を保
管する地下貯蔵タンクの製造・販売を行っています。

「会員企業の紹介」�

玉田工業株式会社（石川県金沢市）















危険物や水の地下貯蔵タンクの
トータルエンジニアリング企業

社内に掲げられた「経営理念」の額

給油所やドクターヘリの燃料給油施設といった危険
物施設の設計・施工・メンテナンスも手掛けていま
す。さらに、危険物施設の地下貯蔵タンクと地下埋
設配管の漏えいを自動的に常時監視する『SSモニ
タリングシステム』の開発・製造・販売にも取り組
んでいます。
　玉田工業は現在、全国でトップクラスのシェアを
誇る『SF二重殻タンク』メーカーとして、広く知
られています。

出荷を待つ「地下タンク」
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　平成５年（1993年）９月、消防庁の通知により、
地下貯蔵タンクの設置方法が改正され、SF二重殻
タンクの運用が認められるところとなりました。
　消防庁の通知を踏まえ、玉田工業は、内殻の鋼
製（Steel）タンクを外殻の繊維強化プラスチック

（FRP：Fiber Reinforced Plastics）で被覆するSF
二重殻タンクの商品化に着手しました。その結果、
独自技術を結集した『スプレーアップ工法』を確立
し、二重タンク外殻のFRP多重層を継ぎ目のない一
体化仕上げ（シームレス成形）に成功しました。
　具体的には、スプレーアップ機を使用し、ガラス
繊維等を強化材とする強化プラスチックを細かく
カットしながら樹脂と同時に吹き付けた後、脱泡し
積層する生産方法です。平成６年（1994年）、SF二
重殻タンクを製造するためFRP加工工場を新築し、
SF二重殻タンクの販売を開始しました。
　同社のSF二重殻タンクの特長は、鋼製（Steel）
タンクの外面を、隙間を有するようにFRPで被覆し、
両者の間に微少な隙間（0.1mm程度）を設けていま
す。隙間を漏えい検知層として利用し、漏えい検知
装置（リークモニター）を組み込んで、24時間365
日にわたり自動監視し、危険物施設の漏えいを検知

事 業 の 変 遷

する構造となっています。
　このSF二重殻タンクを採用することにより、コ
ンクリートピット室を設けて設置する必要が無くな
り、直接埋設することが可能となります。ガソリン、
灯油、軽油、重油、オイルといった燃料を保管する
給油所はもちろん、危険物保管施設の多くで採用設
置されています。
　SF二重殻タンクの技術を応用して、FSF耐震性
防水槽『アクアエンジェル』と貯水機能付き給水管
『アクアインピット』が開発されました。従来のコ
ンクリート製・鉄製貯水槽をしのぐ強靱性と防水性
を備えた防火水槽で、現在では事業の大きな柱に成
長しました。

栃木県鹿沼市にある「関東工場」の全景

円筒形につなげられたタンクの胴体部分

手前はタンクの両端に取り付けられるフタの鋼板（鏡板）

スチール鋼板を円形にする曲げ加工作業

扉上は関東工場で製造した水タンク100t×370基を 
福島県に納入した「TK－絆プロジェクトＦ」の文字

→ →
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　また一方で、多様な顧客ニーズに迅速に対応する
ため組織整備にも取り組んで来ました。
　国内では、平成５年（1993年）３月に当時石油元
売会社の多くが本社を置く東京都港区に「東京営業
所（西新橋）」、平成６年（1994年）４月に大阪市北
区に「大阪営業所（南森町）」を開設しました。平
成30年（2018年）までに、営業拠点として４支店・
13営業所・１出張所を開設し、生産拠点として関東

（栃木県）・本社北陸（石川県）・九州（熊本県）の
３工場を順次整備してきました。
　海外では、平成26年（2014年）、ベトナムにおい
てハノイ市郊外のハイフォン市に現地法人「タマダ
ベトナム」を設立し、ASEAN諸国向けSF二重殻タ
ンク、防火水槽の生産などを行っています。中国、
タイにおいては技術供与によるフランチャイズビジ
ネスを幅広く展開しています。

　地下タンクには設置後３年に１度の法令点検の実
施が義務付けられています。これに代わる手法とし
て、タンク内の在庫量をIOT技術により24時間遠隔
監視する手法『SIR』が注目されています。
　玉田工業は日本国内で初めて、SIRシステムの独
自開発に成功しました。SIRは、地下タンクにおけ
る漏えい事故の早期発見はもちろん、タンク検査の
深夜労働問題の解消、災害発生時の施設状況の把握

今後の注力分野

などに貢献できる画期的なシステムです。
　玉田工業では、地下タンクのトップメーカーとし
て培ってきた数々のノウハウを、地下タンクを設置
した後も安心して使い続けていくためのソフト開発
にも応用しています。
　令和元年（2019年）10月には、栃木県に新工場の
竣工を予定しています。こちらの新工場では、食品
工場で使われるタンクを中心としたステンレス製品
の製造を計画しています。
　玉田工業では、従来からの油、溶剤、水などのタ
ンク設備に加え、今後は、食品、薬品、半導体など
のプラント施設向けに幅広く貢献できる、総合タン
クメーカーを目指して事業に取り組んで参ります。

溶接による組立作業を終えた円筒形の地下タンク 鋼製地下タンクのFRP被覆の準備作業

FSF耐震性貯水槽『アクアエンジェル』 鋼製地下タンクのFRPの被覆作業

危険物地下貯蔵用『SF二重殻タンク』

10 内発協ニュース／2019年９月号


	01_CW6_A8265D08_表紙
	02_CW6_A8265D09_広告
	05_CW6_A8265D12_専門技術者のテキスト
	06_CW6_A8265D07_コージェネ助成金
	08_CW6_A8265D06_会員企業の紹介(99)
	11_CW6_A8265D02_消防講習会
	12_CW6_A8265D01_自家発Q&A
	14_CW6_A8265D04_適合マーク
	17_CW6_A8265D10_1頁広告
	18_CW6_A8265D03_解説冊子販売
	20_CW6_A8265D05_JPIセミナー情報



